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Abstract 

Many morphological abnormalities have been reported in crab species, including intersexual or 

gynandromorphic individuals with both male and female traits and morphological deformities of the 

chelipeds and other parts of the body. A gynandromorphic individual of the snow crab Chionoecetes opilio 

was recently captured in Fukui Prefecture, Japan, on November 12, 2023. This specimen had some 

characteristics of the male with terminal molt such as a huge carapace width and enlarged chela height, on 

the other hand, it had a female-like widened abdominal width. It also had male-like first pleopods and female-

like pleopods with hairs. Although histological observations could not be made because it had been boiled, 

the gonad appeared to be an ovary. This is a gynandromorphic individual with both male and female 

morphological characteristics, therefore, a detailed record is hereby provided. 
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緒言 

カニ類の奇形については数多く報告されてお

り、雌雄両方の形質を有する間性個体（伊藤 1965; 

荒木・松浦 1995 など）や鉗脚などに見られる形

態異常（柳本 2012; 大土ら 2023 など）、全身ある

いは部位特異的に生じる白色化などの体色異常

など多岐にわたる（篠川・酒井 1998; 角田・豊田

2023 など）。 

ズワイガニ Chionoecetes opilio は朝鮮半島以東

の日本海、オホーツク海、アラスカ半島以北のベ

ーリング海、パリー岬以東のボーフォート海、北

西大西洋ではグリーンランド以南からメイン州

のカスコ湾までに広く分布し（ Jadamec et al. 

1999）、水深 50–600 m の砂泥や泥底に生息する

（三宅 1983）。本種は福井県や石川県、鳥取県な

どで重要な水産資源となっているが（酒井 1935）、

個体数の減少に伴い漁期や漁獲量の規制、未成熟

個体の採捕禁止といった取り組みがなされてい

る（山﨑 1988）。 

今回、福井県沖から雌雄両方の特徴を併せ持つ

雌雄間性のズワイガニが漁獲されたため、ここに

報告する。 

 

材料および方法 

2023 年 11 月 12 日、福井県坂井市三国町でズ

ワイガニが水揚げされた。水揚げされたズワイガ

ニを越前蟹の蔵やまに水産が買い取り、甲の大き

さから雌雄判別を行なった。雄と判断されたズワ



 
Fig. 1. The deformed snow crab Chionoecetes opilio. A, dorsal view; B, ventral view. 

Scale bars indicate 5.0 cm. 
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イガニを福井県ブランド「越前がに」として販売

するために茹でていたところ、雌雄両方の特徴を

有する間性個体が発見された。本個体は後日、形

態計測と写真記録が行なわれた。形態計測はデジ

タルノギスを用いて 0.1 mm の精度で甲幅

（carapace width: CW）、甲長、右鉗脚高（chela 

height: CH）、左鉗脚高、第 3 腹節幅、第 6 腹節幅

を測定した。各部の名称は主に山﨑・桑原（1991）

を参照したが、腹節の名称のみ伊藤（1957）に従

った。奇形個体は後日剥製標本にされ、越前蟹の

蔵やまに水産にて保管・展示される予定である。 

 

結果および考察 

検討個体のそれぞれの計測値は、甲幅 124.3 

mm、甲長 120.0 mm、右鉗脚高 25.7 mm、左鉗脚

高 25.8 mm、第 3 腹節幅 46.5 mm、第 6 腹節幅 39.3 

mm であった。 

ズワイガニ属はズワイガニ×ベニズワイ C. 

japonicusやオオズワイガニ C. bairdi ×ズワイガニ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

などの交雑種が知られている（Jadamec et al. 1999; 

Kim et al. 2012）。特に、ズワイガニとベニズワイ

の交雑種は福井県から記録があり、この交雑種に

はベニズワイ同様の鰓域側縁に棘が認められる

（山本ら 2018）。しかし、本検討個体には鰓域側

縁の棘が認められなかったため、交雑種ではなく

ズワイガニと断定した。 

ズワイガニは雌雄間で成長差が認められ、雄の

方が雌より大きくなる（吉田 1951）。成熟雌の甲

幅は 70–80 mm が多く、90 mm 以上に達する個体

が稀なのに対して、成熟雄では甲幅 150 mm 以上

に達する大型個体は珍しくない（伊藤 1965）。ま

たカニ類は一般に腹部の形状で雌雄判別ができ、

ズワイガニも例外ではない。つまり腹部の形態が

三角形であれば雄、半円形であれば雌と判断でき

る。検討個体は甲の大きさが雄であるにも関わら

ず、腹部の形態が雌の特徴を示していた点で間性

個体と判断された（Fig. 1）。 

山﨑・桑原（1991）や山﨑・桑原（1993）など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Fig. 2. The ovary (A) and pleopod (B) of the deformed snow crab Chionoecetes opilio. 

White arrow (B) indicates gonopods and red one (B) indicates pleopods of female. 
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は、日本海における雄ズワイガニについて、甲幅

に対して相対的に鉗脚高の低い群と高い群を見

出し、この 2 群は次式（1）や式（2）により統計

的に区分されることを明らかにした。 

 

Y1 = -16.5221lnCW + 14.5003lnCH + 33.8949 (1) 

Y2 = -12.2365lnCW + 9.5429lnCH + 28.2777 (2) 

 

ここで、Y1や Y2がそれぞれ-0.01123 や-0.0511 よ

りも小さい値であれば鉗脚高の低い群に、大きい

値であれば鉗脚高の高い群に区別され、鉗脚高の

高い群は最終脱皮を終えた個体で構成されてい

る。検討個体は甲幅 124.3 mm、右鉗脚高 25.7 mm

であったため、これらの値を式（1）と式（2）に

代入すると Y1は 1.28889、Y2は 0.2457 となる。

これらの値はそれぞれ-0.01123、-0.0511 よりも大

きいため、検討個体は鉗脚高の高い群に属し、最

終脱皮後の個体の特徴を有していると考えられ

る。太平洋側においても、山﨑・桑原（1993）や

上田ら（2007）などが雄ズワイガニの甲幅に対し

て鉗脚高が大きい群と小さい群に分かれること

を明らかにした。両群は次式（3）や式（4）にお

いて最終脱皮前と最終脱皮後に区分される。 

 

Y3 = -21.1792lnCW + 15.5661lnCH + 51.1591 (3)  

lnCH’ = 1.154lnCW - 2.389 (4) 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、Y3が-0.6979、lnCH が lnCH’の値より大

きければ最終脱皮後、小さければ最終脱皮前と区

分される。検討個体の甲幅 124.3 mm、右鉗脚高

25.7 mm であったため、これらの値を式（3）と式

（4）に代入すると Y3は-0.4466、lnCH’は 3.176 と

なる。一方 lnCH は 3.246 であるため、検討個体

は最終脱皮後であると考えられ、上記式（1）や

式（2）で得られた結果と矛盾しない。 

検討個体は既に茹でられた後であったため、詳

細な体重が不明であった。しかし、日本海におけ

る雄の最終脱皮後の体重については、伊藤ら

（2014）によって甲幅と体重（body wight：BW）

の関係式（5）が得られている。 

 

BW = 4.02 × 10-4CW2.97 (5) 

 

ここに検討個体の甲幅 124.3 mm を代入すると、

体重が 668 g 程度であったことが推定される。 

腹部に焦点を当てると、第 3 腹節幅と第 6 腹節

幅の比は 1.18 であった。伊藤（1957）によるとズ

ワイガニの雌において、甲幅 30 mm 以上の未成

熟個体は第 3 腹節幅と第 6 腹節幅の比が 1.01–

1.21 を示し、成熟個体では 1.28–1.44 を示す。検

討個体の第 3 腹節幅と第 6 腹節幅の比は 1.18 で

あったため、腹節のみに着目すると未成熟の雌個

体であると考えられた。腹節の形態も伊藤（1957） 
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の示す未成熟個体の形態に類似した。また、検討

個体から卵巣が認められた（Fig. 2A）。しかし、

腹肢に着目すると雄の特徴である大型の第 1 腹

肢と、雌の特徴をもつ腹肢、すなわち卵を抱える

ための毛を有した同形同大の腹肢が複数存在し

た（Fig. 2B）。 

検討個体は上記の結果から雄と雌両方の特徴

を有する珍しい個体であることが明らかになっ

た。本個体の特徴は、伊藤（1965）や朝日新聞デ

ジタル（2023）にて報告された奇形個体と類似す

る。ズワイガニ以外のカニでは、モクズガニ科の

Brachynotus gemmellari やアオガザミ Callinectes 

sapidus、ヨーロッパミドリガニCarcinus maenas、

コブシガニ科の Merocryptus tuberculata、サワガニ

Geothelphusa dehaani、ケセンガニ科の Hyas 

coarctatus、ケアシガニ科の Maja brachydactyla、

アシボソベニサンゴガニ Quadrella coronata など

で雌雄間性の報告がある（Veillet 1945; Hartnoll 

1960; Froglia and Manning 1978; Otto 1979; Cargo 

1980; Johnson and Otto 1981; Manning and Holthuis 

1981; Galil and Tom 1990; 荒木・松浦  1995; 

Quigley 2020）。 

国内において、ズワイガニ属の奇形個体は数多

く報告されているが、そのほとんどが付属肢に関

する奇形であり（伊藤 1956, 1960, 1965, 1967; 水

澤・佐藤 1965; 本尾 1971, 1972, 2002; 鈴木・小田

原 1971; 丹下・岩佐 1991; 三橋 1993; 田村 1996; 

本尾・豊田 2003; 松井・増田 2004）、雌雄間性に

関する報告は少ない（伊藤 1965; 朝日新聞デジタ

ル 2023）。 

本研究で報告したズワイガニのように雌雄間

性を示す甲殻類は過去にも報告されている。同様

に、節足動物全体を見渡しても、昆虫類で正中線

の左右で異なる雌雄形質が現れる例は日本国内

でも毎年のように報告されている（NHK 首都圏

NEWS WEB 2023; 読売新聞オンライン 2021 な

ど）。この雌雄間性が生じるメカニズムはまだ昆

虫類でも詳細は不明であるが、その性決定機構の

研究からいくつかの示唆は得られている。我々、

ヒトを含む脊椎動物の多くは遺伝的な染色体の

構成比によって雌雄の発生運命は規定されるが、

個体全身の性形質は生殖腺から分泌される女性

ホルモン（エストロゲン）と男性ホルモン（アン

ドロゲン）の作用によって細胞非自律的に統一さ

れる（Nagahama et al. 2021）。その一方で、昆虫類

などの節足動物は一般に性ホルモンを持たず、細

胞１つ１つが性決定遺伝子カスケードによって

細胞自律的に雌雄のアイデンティティを規定す

る（Toyota et al. 2021）。この性ホルモンに依存し

ない細胞自律的な性決定機構の側面から、雌雄間

性が生じるメカニズムとして二核卵の二重受精、

性染色体の喪失、性決定遺伝子の過剰発現／抑制

や、突然変異や共生生物による影響などが考えら

れている（Narita et al. 2010）。一方で、節足動物

の中でも例外的に性ホルモンが見つかっている

のがカニ類を含む軟甲綱に属する甲殻類である。

軟甲綱の雄性分化は、輸精管末端領域に形成され

る造雄腺と呼ばれる雄特異的な内分泌器官から

合成・分泌される造雄腺ホルモン（ insulin-like 

androgenic gland factor: IAG）によって制御されて

いる。いくつかの十脚目甲殻類においてその作用

は詳細に調べられており、IAG 遺伝子の発現を抑

制すると雌に、逆に雌で IAG 遺伝子の発現を亢

進すると雄になる（Levy and Sagi 2020; Toyota et 

al. 2021）。つまり、ズワイガニを含むカニ類では、

例え二核卵の二重受精や性染色体の喪失、性決定

遺伝子の過剰発現／抑制が生じたとしても造雄

腺から分泌される IAG によって全身の性は細胞

非自律的に雄に統一されるはずであり、本報告の

ような雌雄間性個体が生じるメカニズムはまだ

うまく説明できない。昆虫ではカイコ Bombyx 

mori で雌雄モザイクが生じる m042 系統などが

作出されており、雌雄モザイクの分子機構に迫る

研究が進められている（Kusakabe et al. 2004）。そ

の一方で、カニ類を含む甲殻類では雌雄間性個体

の発見報告そのものが昆虫類に比べると少ない

ことに加え、今回のズワイガニのように漁獲され

た個体は茹でられた後に発見されることもあり、

生時の分析が困難なケースもあることから、雌雄

間性個体の発生メカニズムに切り込んだ研究は

ほとんど進展していない。今後、本報告が本種や

カニ類の雌雄間性メカニズムの理解増進に役立
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つことを願っている。 
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